


































第五次東広島市総合計画後期基本計画（現状と課題・施策の方向性）の概要（案）
　

まちづくり大綱 施策№ 施策名 目指す姿 現状と課題 現状と課題（主な記載内容） 施策の方向性 施策の方向性（主な記載内容）

1　仕事づくり 1-1 産業イノベーションの創出

企業や大学、試験研究機関等の集積を活かし、多様な人
材の交流をより一層活性化することでイノベーションを促進
し、企業や起業家、組織等が新たな付加価値を創出して本
市の経済が成長しています。

１　イノベーションによる新たな価値の創造
２　イノベーションを担う多様な人材の育成
３　イノベーション創出のための仕組みづくり

・持続的に成長し続けるためには、イノベーションによ
る新たな価値の創造が重要

・未来の新事業創出を担う若い世代の起業家意識の
醸成を図る

・ミライノ＋がハブとなり、エコシステムを形成し、新成
長分野を切り開き、地域にイノベーションと雇用をもた
らすスタートアップを支援する

１　イノベーションによる新たな価値の創造
２　イノベーションを担う多様な人材の育成
３　大学、サイエンスパーク等との連携によ
るイノベーションの加速

●市内で確立した多様な人材が集まる場の活性化

●次世代を担う若年層（小学生以上）を対象にしたア
ントレプレナー（起業家）教育
●起業家や新規ビジネスの創出を支援するプログラ
ム

●市内で好循環するエコシステムの形成

1-2 中小企業等の活力強化
中小企業等の実情を踏まえ、専門家による経営相談機能
の強化や各種支援を実行することにより、地域経済を支え
る中小企業等の経営改善が図られています。

１　中小企業・個人事業主を取り巻く環境の
変化
２　市場の変化に対応した経営マネジメント
力の強化

・DX化による生産性の向上やリスキリングなどの人手
不足対策
・物価高騰・円安に対応する価格転嫁など、より複雑
多様化する課題に対する支援

・新たな価値観への転換に伴う消費者ニーズの多様
化・個別化
・自社の強みを活かした新たなビジネスの創出が必要

１　中小企業・個人事業主を取り巻く環境変
化への対応
２　中小企業・個人事業主の経営マネジメン
ト力の強化

●中小企業等の経営継続に必要な支援事業の実施
●既存従業員へのリスキリングやスキルアップなどの
人材育成の支援

●中小企業等の強みを活かした売上向上・販路拡大
などの相談機能の充実
●BCPや事業承継等による持続的な経営体制づくり
への支援

1-3 企業の投資促進

企業誘致・留置の推進や投資促進により、市内企業の技
術の蓄積と生産性が高まっています。魅力的な仕事と働く
環境が生まれ、市民や学生等の地域に対するイメージや
意識、さらには市内外からの評価が高まり、新たな企業の
立地と投資が促される好循環が生まれています。

１　経済安全保障などを背景にした国内投資
回帰
２　半導体製造を支えるサプライヤー、人材
の集積

・本市に立地する半導体企業は、日本の半導体製造
拠点の4拠点の一つに指定されるなど、今後も大型投
資が見込まれている
・自動車関連産業や物流業による投資も堅調に続いて
おり、引き続き投資促進に向けた取り組みが必要

・半導体製造拠点の生産基盤を確立するため、さらな
る関連企業の集積が必要
・半導体人材の不足が見込まれおり、特に先端半導体
の研究開発等を担う高度人材の確保が必要

１　持続可能な産業構造の構築に向けた戦
略的な企業誘致・留置の促進
２ 半導体産業エコシステムの形成に向けた
企業支援

●半導体関連や自動車関連における次世代の先端技
術への投資を促進することによる地域経済の基盤強
化

●半導体サプライチェーンの強靭化に向けた関連産
業の集積
●半導体産業エコシステムを支える関連人材の育成・
確保

1-4
農山漁村の魅力づくりと農林水産
業の活性化

農村漁村の良好な生産・生活基盤が維持されるとともに、
意欲ある担い手が夢を持って営農し、農林水産業が、地域
経済を支える十分な所得形成力を有した産業として確立さ
れています。

１　農林水産業の多面的機能の発揮
２　生産基盤の維持・保全
３　農山漁村における担い手の育成
４　生産性の向上
５　収益性の向上

・担い手不足や自然環境の変化等により、食料の安定
供給に加え自然環境保全等多様な機能を十分に果た
せない状況になっている

・山林、農地の荒廃が進み、遊休農地は増加傾向にあ
り、有害鳥獣による農作物への被害も増加している。

・担い手が不足しており、収益性の高い農業を目指す
新規就農者の育成や、小規模出荷販売農家、農業企
業など多様な主体の農業への参画が必要

・農林水産業を維持していくため、新たな技術導入や
普及による鳥獣被害対策の推進や畦畔管理負担の軽
減化等、農業の省力化、低コスト化が必要

・所得向上に向け、消費地との近接性を活かし、販路
拡大と流通体制の充実を図っていくことが必要

１　農林水産業の多面的機能の発揮
２　生産基盤の維持・保全
３　農山漁村における担い手の育成
４　生産性の向上
５　収益性の向上

●地産地消の推進、都市と農村の交流促進
●企業等とのパートナーシップによる森林の適正管理

●担い手への農地集積・集約化
●有害鳥獣被害の防止

●経営力の高い担い手の育成

●新たな技術による生産性の向上や農作業の省力化

●販路拡大と流通体制の充実
●消費地と近接性を活かした園芸作物の振興
●新たな農林水産業ビジネスの創出とブランド化

1-5 地域資源を活かした観光の振興
地域資源を活かすことで魅力的な観光地となり、観光客が
増加し、観光産業が地域経済の牽引役の一つとなってい
ます。

１　本市ならではの特色のある観光資源の
活用
２　効果的な情報発信
３　受入体制の整備と観光資源の保全

・日本酒の魅力を活かした観光地づくりを推進すること
が必要

・効果的な情報発信による認知度向上

・持続可能な観光地づくりを目指すために、地域の観
光資源を守り、継承していくことが必要
・増加する観光客、特に外国人観光客に対して、受入
体制を充実させていくことが必要

１　特色を活かした観光コンテンツの磨き上
げ
２　特色を魅せる情報発信
３　受入体制の整備と観光資源の保全

●日本酒や特産品のコンテンツ充実

●県内主要観光施設や近隣市町等と連携した情報発
信
●ターゲット層に応じたメディア等の活用による効果的
な情報発信

●観光拠点の受入環境整備
●観光資源やイベント等の持続可能な仕組みづくり

1-6
働き方改革の推進等による雇用
環境の充実

それぞれの事情に応じた柔軟な働き方を選択できる雇用
環境が形成されることで、労働者がいきいきと働き、多様な
人材の活用による新たな発想のもと、多様なニーズへ対応
することができる社会になっています。

１　労働者が意欲・能力を発揮できる環境の
充実
２　企業の労働力不足と就業機会の拡大

・労働者が意欲・能力を存分に発揮できる環境をつくる
ことが重要
・女性の活躍促進などの目的や効果、メリットを中小企
業等へ周知・啓発し、それぞれの取組に繋げていく必
要がある

・外国人との共生社会の実現に向けて、就業機会の拡
大と受け入れ環境の整備に取り組む必要がある

１　働き方改革の推進と労働者が意欲・能力
を発揮できる環境の充実
２　就業機会の拡大

●多様で柔軟な働き方に関する啓発と導入促進
●女性の活躍促進

●女性や障がい者、高齢者の就業機会の拡大
●外国人労働者が働きやすい環境整備の啓発と促進
●地元企業を知る機会づくりのためのＰＲ支援

赤字・・・前期計画からの変更箇所

資料02
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まちづくり大綱 施策№ 施策名 目指す姿 現状と課題 現状と課題（主な記載内容） 施策の方向性 施策の方向性（主な記載内容）

2　暮らしづくり 2-1 暮らしを支える拠点地区の充実

各拠点地区の役割に応じた機能が適正に配置され、様々
な機能が集積される都市拠点を中心として、拠点間が相互
に連携し合いながら、地域の生活・にぎわい・交流を支える
拠点地区が形成されています。

１　利便性の高い拠点地区の形成
２　安全・安心で良好な都市環境の形成
３　地域特性に応じた良好な住環境の形成

・持続的に生活利便性を確保するためには、各拠点地
区における地域特性に応じたサービス（医療・福祉・子
育て・教育・商業等）の維持・充実が求められる。

・安全・安心に暮らせ都市環境を形成するため、秩序
あるまちづくりを進めるとともに、災害等のリスクに応じ
たインフラの整備を行う

・各拠点地区は地域の特性や状況に応じてそれぞれ
異なる課題を有している

１　利便性の高い拠点地区の形成
２　安全・安心で良好な都市環境の整備
３　地域特性に応じた良好な住環境の形成

●鉄道駅や各拠点地区周辺への居住と都市機能の
誘導

●土地区画整理や地区計画による市街地の整備
●公園や緑地の整備・更新等
●雨水排水対策をはじめとする防災機能を有する都
市基盤の整備の推進

●地域の特性に応じた土地利用規制の緩和・強化等

2-2 安全で円滑な生活交通の充実

市民生活の利便性を高めるため、安全で円滑な移動が確
保された地域公共交通体系が確立されているとともに、生
活道路網が安定的に構築・整備され、適切な維持管理が
なされています。

１　生活交通ネットワークの充実
２　道路環境の整備

・自動車の交通分担率は約7割
・学生や高齢者など交通弱者の移動手段の確保が必
要
・中山間地域や周辺部での少子高齢化による利用者
減少と、生活支援交通の維持への懸念
・運行を担う事業者の経営環境の悪化
・公共交通の持続と将来への展望を考慮した行動変容
の必要性と、関係者がともに連携（共創）し、社会情勢
の変化に柔軟に対応した形で「リ・デザイン」していくこ
とが重要

・生活に身近な道路交通網の整備不足
・緊急自動車等の安全な通行確保と道路安全施設の
管理の重要性
・市街地内の交通混雑の緩和
・公共施設、駅、病院、商業施設へのアクセス向上

１　生活交通ネットワークの充実
２　道路環境の整備推進

●生活交通ネットワークの維持活性化
●公共交通の利用促進策の実施
●目的別輸送の確保

●市道整備の推進
●歩行者の移動空間の確保
●主要渋滞箇所の減少

2-3 快適な生活環境の形成

一般廃棄物の減量化と資源化推進等により循環型社会が
構築されるとともに、市民の生活に不可欠な安全な水の提
供や、公共用水域の水質保全による安全で快適な生活基
盤・環境が整っています。

１　公共用水域の水質保全
２　水道施設の維持管理、持続可能性の確
保
３　循環型社会への対応の遅れ

・市域の汚水処理の計画的整備と生活環境改善の重
要性
・下水道事業計画区域外でのみなし浄化槽やくみ取り
槽の多数残存と生活排水の未処理が公共用水域への
影響
・合併浄化槽の設置・転換と適切な維持管理の啓発の
必要性

・広島県水道広域連合企業団との連携

・二酸化炭素の排出抑制と資源保護の観点から地域
全体での廃棄物の減量化と資源化の取組みが不可欠

１　公共用水域の水質保全への対応
２　水道施設の維持管理、持続可能性の確
保に向けた対応
３　循環型社会への対応

●下水道施設の適切な維持管理と効率的な施設更新
及び耐震化
●合併浄化槽の普及促進

●広島県水道広域連合企業団との連携強化

●環境負荷の低減に向けた取組みの推進

2-4 豊かな自然環境の保全

地域の自然環境の持つ価値や機能が十分に認識され、豊
かな自然環境を維持・保全することで、市民の健康で快適
な暮らしが維持され、自然と調和した潤いのある社会が形
成されています。

１　市民の環境意識の低下への懸念
２　環境汚染の未然防止
３　市民の生活環境の保全

・市民の環境保全活動への参加率は低く、更なる環境
意識の向上が求められる

・市民の生活環境が保全されるよう、環境汚染を未然
に防止する必要がある

・市民の生活環境保全のため、各種施策を推進

１　市民の環境意識向上のための対応
２　環境汚染の未然防止に向けた対応
３　市民の生活環境の保全のための対応

●良好な生活環境の保全に関する市民意識の啓発

●継続的・計画的な環境保全の促進

●生活衛生関係営業施設への効率的・効果的な監視
指導

2-5
市民協働のまちづくりによる地域
力の向上

共通の目的の実現や地域課題の解決のため、コミュニティ
活動や地域の特性を踏まえた取組みが活発に展開され、
多様な市民・団体等が相互に連携・協力しながら活動、飛
躍することにより、地域の持つ力が向上しています。

１　持続可能なまちづくり体制の確立 ・地域コミュニティの希薄化が進行している。
・市民ニーズが多様化し、行政だけでは全てに対応し
きれない状況が生じている。
・住民自治協議会との連携等により地域特性に応じた
課題解決や魅力創造が行われている。
・担い手の高齢化や人手不足が顕在化し、地域団体
の運営に支障が生じている。
・行政の依頼により、本来の地域活動が圧迫されてお
り、地域と行政の役割分担についての見直しが必要
・市民が参加しやすい環境づくりや意識醸成・人材育
成が必要

１　多様な協働 ●市民がまちづくりに参加しやすい環境づくり
●まちづくりに対する意識醸成・人材育成
●地域コミュニティへの支援体制の強化
●テーマコミュニティへの支援体制の強化
●活動拠点施設の充実

2-6 多文化共生と国際化の推進
言語や文化の違いにかかわらず、外国人を含む全ての市
民が、相互理解のもと、個性と能力を活かし、地域で共に
活躍できる多文化共生の社会が実現しています。

１　外国人市民の生活環境の充実
２　異文化理解の促進
３　国際化推進体制の充実

・複数の大学や製造業を中心とする企業の立地等によ
り多くの外国人市民数が暮らしており、国籍・地域、在
留資格も多様となっている。
・来日した子どもたちが安心して学べる教育環境の整
備など、多様化する外国人市民の生活環境を充実して
いく必要がある。

・関係機関と連携した交流機会の創出のほか、地域で
の異文化に対する理解を促進する必要ある。

・様々な団体や個人のつながりを一層深めるとともに、
Town＆Gown構想との連携による、国際化の推進体制
を充実していくことが必要

１　外国人市民の生活環境の充実
２　異文化理解の促進
３　国際化推進体制の充実

●安心して暮らせる環境の充実
●多文化共生に向けた仕組みづくり
●インターナショナルスクール誘致の検討

●国際交流の促進

●推進組織の活性化や関係団体等の連携促進
●活動拠点を活かしたイノベーションの創出
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まちづくり大綱 施策№ 施策名 目指す姿 現状と課題 現状と課題（主な記載内容） 施策の方向性 施策の方向性（主な記載内容）

3 人づくり 3-1
人権・平和の尊重と男女共同参画
の推進

様々な啓発や教育機会の充実によって、市民の人権意識
が着実に高まり、誰もが互いに尊重しあい、自らの個性と
能力が発揮でき、世界の恒久平和を志向する人材が数多
く育つ社会となっています。

１　多様化する人権課題
２　男女共同参画に関する理解や意識改革
の必要性
３　戦争・被爆体験聴聞機会の減少

・差別の解消や人権尊重の意識向上へ向け、継続的
かつ効果的な啓発を行っていく必要がある。

・性別に関わりなく、個性と能力を十分に発揮できるよ
う継続的かつ効果的な啓発を行っていく必要がある。

・平和・非核に対する関心・意識を高めるとともに、平
和を語れる人材の輩出につながる取組みを推進する。

１　多様化する人権課題への対応
２　男女共同参画社会の実現に向けた対応
３　平和・非核意識の高揚

●市民一人一人の人権尊重意識を高めるため、関係
機関と連携し、効果的な人権啓発の継続的推進

●効果的な意識啓発の継続実施

●「平和・非核兵器都市東広島市宣言」の普及啓発

3-2
乳幼児期における教育・保育の充
実

子どもたちの健やかな成長のため、子育て家庭に必要な
養育力が備わり、質の高い教育・保育環境が整っていま
す。

１　こども主体の保育の重要性
２　保育者がスキルを発揮できる環境づくり
３　幼稚園・保育所・小学校の連携の充実
４　大学の知見を活かした教育・保育の質向
上
５　乳幼児期の家庭教育支援の必要性の高
まり

・乳幼児期の教育・保育を担う保育者のスキル向上

・保育者が教育・保育に注力できない状況があり保育
環境の改善が必要

・幼児期の教育と小学校教育の違いを理解するための
公開保育等の機会を確保する必要がある

・大学との連携による教育・保育の質向上

・共働き等により、保護者が乳幼児に触れ合う時間を
十分持つことができない
・父母で協力しながら子育てを行い、父親を含めた家
族支援の必要性が高まっている

１　保育者の資質・専門性の向上
２　こどもが育つ保育環境づくり
３　幼稚園、保育所、小学校の連携・接続
４　大学の知見を活かした教育・保育の質向
上
５　子育て家庭の養育力の向上に向けた対
応

●保育者が受講しやすい研修の実施
●公開保育を実施し、先進事例の横展開を図る

●保育者が安心して保育に取り組むことができる保育
環境づくりを行う施設を支援する

●すべての教育・保育施設の保育者と近隣の小学校
の教諭が交流する場を設ける

●大学教授等、専門家による研修やアドバイスを受け
る機会を作る

●子育て期の家庭教育の支援
●身近な場所での教室開催

3-3
高い教育力と伝統を活かした学校
教育の実践

すべての子どもたちが「確かな学力」、「豊かな心」、「健や
かな体」を育む教育を受けられ、青少年が将来に夢と希望
を持ち、主体性と創造性を持った人間として健やかに成長
し、活動していくことができる安全・安心な社会環境が整っ
ています。

１　知・徳・体のバランスの取れた「生きる力」
の育成とそのための基盤整備
２　個に応じたきめ細かな支援
３　青少年の健やかな成長を支える環境の
形成

・創造性を伸ばし、社会の形成に主体的に参画する意
識を醸成し、他者と協働する力を育む必要がある
・未来に向かって挑戦する意欲のある子どもたちを育
てることが必要

・専門的な相談を受けている不登校児童生徒の割合
は小・中学校ともに低く、支援策の充実が必要

・学校と地域が同じ目標に向かって相互にパートナー
として協働していく必要がある

１　知・徳・体のバランスの取れた「生きる力」
の育成とそのための基盤整備
２　個に応じたきめ細かな支援
３　青少年の健やかな成長を支える環境の
形成

●個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実
●質の高い教育環境の整備

●不登校児童生徒への支援の推進

●保護者や地域住民等が学校運営に当事者として参
画するコミュニティ・スクールと、地域住民等の参画に
より地域と学校が連携する地域学校協働活動の一体
的な推進

3-4
新たな価値を創造する人材の育
成

多くの子どもたちが最先端技術に関心を持ち、行政と地域
の大学や試験研究機関、企業等が連携し、質の高い学び
の機会が提供されています。

１　専門機関等による質の高い学びの提供
２　創造性あふれる人材の育成

・大学等の研究機関や先端技術産業を活用し、各小中
学校において体験的な出前講座を展開することで、児
童生徒の科学に対する興味関心を高めている。
・持続可能な社会の創り手として求められる資質・能力
を若年期に身に付けるための取組を一層充実させる。

・創造性の豊かな子どもたちの育成を図るため、実験
や体験を通じて、科学や芸術文化への関心を喚起す
るとともに、科学技術等に関する知識の普及や啓発を
行う必要がある。

１　専門機関等による質の高い学びの提供
２　創造性あふれる人材の育成

●大学・企業と連携した最先端の研究成果につながる
各種の体験等の充実

●創造性豊かな子どもの育成に向けた科学技術や文
化芸術への興味・関心の喚起

3-5
知的資源と国際性を活かした人づ
くり

大学立地などの地域の特性を活かし、その知見を活かした
教育が提供され、国際感覚を備え、高度な専門性を身に
付けた人材が数多く育っています。

１　大学等の知的資源の地域における活用
２　国際教育の充実

・「大学連携」による、地域課題の解決につながる学習
機会の提供が求められている

・国際性豊かな人材育成に向け、児童生徒のコミュニ
ケーションへの意欲や能力を育成する

１　　大学等の知的資源の地域における活
用
２　　国際教育の充実

●大学等の知見を活かした学習機会の充実
●大学(学生を含む)・試験研究機関・企業と地域・市民
の交流、連携の促進

●異なる考え方や文化への寛容性、国際感覚を備え
た人材の育成

3-6
市全体が「学びのキャンパス」とな
る環境づくり

市民が主体となった学習活動が活発になり、生涯にわたっ
てスポーツを楽しめる環境が形成されています。また、東
広島市の歴史・文化が継承され、市民の文化芸術活動が
活性化されています。

１　多様な学習機会の充実と学習機会の活
用
２　芸術文化施設と地域活動の連携
３　文化財の保存・活用方策の検討と市民の
保護意識の高揚
４　多様なスポーツへのニーズに向けた対応
と生涯スポーツの振興

・学びから実践につながる支援体制の充実が必要

・芸術文化について若い世代を巻き込んだ地域活動と
の連携が必要

・文化財を積極的に保存活用していくための方策を明
確にする

・地域人材の指導による健康づくり等を目的とした運動
が活発に行われている
・市民が主体的に運動・スポーツに取り組む機運の醸
成を図る

１　多様な学習機会の充実と学習機会の活
用
２　芸術文化活動の活性化と創造
３　文化財の保存・整備・活用の推進
４　多様なスポーツへのニーズに向けた対応
と生涯スポーツの振興

●地域課題の解決につながる学習機会の充実・主体
的な学びの促進
●地域資源を活かした生涯学習の推進

●将来の芸術文化を担う人材の育成

●観光振興や地域活動と連携した文化財の活用

●地域単位のスポーツの普及促進
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まちづくり大綱 施策№ 施策名 目指す姿 現状と課題 現状と課題（主な記載内容） 施策の方向性 施策の方向性（主な記載内容）

4　活力づくり 4-1
学術研究機能の発揮による都市
活力の創出

大学や試験研究期間が蓄積してきた知的資産の価値をよ
り高め、優れた知的資源を様々な分野で一層活かしていく
ことで、イノベーションや地域連携により多くの社会課題を
解決するような活力あふれる都市となっています。

1　Town & Gown構想の推進による社会課題
の解決とイノベーションの創出
2　大学との連携推進によるまちの活性化

・持続可能なまちづくりに取り組む「Town & Gown」構
想の推進
・「次世代学園都市構想」を策定し、実現に向けた取組
みを進めている

・市と大学との連携拠点となる「Town & Gown Office」
を設置した。
・地域課題解決を目指した共同研究（COMMONプロ
ジェクト）等に取り組んでいる。
・今後一層大学と地域との連携を深め、大学の「知」を
活用した地域の課題解決や活性化につなげていく取
組みが求められている

1　大学等の知的資源を活かした社会課題
の解決とイノベーションの創出への対応
2　大学との連携によるまちづくりの推進

●イノベーション創出のための環境づくり
●国際学術研究都市としての総合的な魅力づくり

●大学が進める構想と連携した取組みの推進
●地域の課題解決や地域活性化につながる大学との
連携強化

4-2
多様性豊かな市民の力が輝くまち
づくり

国内外から様々な人材が集まり、それぞれの多様性を活
かしながら、あらゆる場面で活躍をしています。また、転出
者を含め、市外に暮らす方々も、東広島市に愛着を持ち、
何らかの関わりを持ちながら本市の活力づくりに寄与して
います。

１　学生をはじめとする多様な人材の活躍
２　人口の減少と交流機会の不足

・大学や試験研究機関の集積により、多様な人材が集
まっており、新たな価値を創造する可能性があり、その
力を最大限活かすことができる環境が必要
・まち全体が学生の成長を促す舞台となることで、学生
の地域への愛着を促す

・東広島にゆかりのある人や、本市に関心を寄せる多
様な人材を、市外からの移住・定住につなげ、活躍す
るための環境整備や取組みが求められる

１　学生をはじめとする多様な人材の活躍促
進
２　移住・定住の促進や関係人口の活用

●国内外からの多様な人材の受入環境の充実
●学生と地域との交流・連携の促進

●地域特性を活かした関係人口の拡大・活用
●地域における移住受け入れ態勢の充実

4-3 都市成長基盤の強化・充実

東広島市の中心地は、市の玄関口として市内外から人び
とが集い、憩い、多様な活動が繰り広げられるエリアとなっ
ています。また、各地域では良好な景観が形成され、市民
の郷土への誇りや愛着が育まれています。さらに、企業が
活発な研究開発と生産活動を展開できる産業用地が確保
され、都市としての活力の源となる新たなビジネスが創出
される基盤が整っています。

１　次世代学園都市の実現に向けた都市基
盤の強化
２　魅力ある中心市街地空間の創出
３　東広島らしい景観の形成
４　立地企業の受け皿となる産業用地の不
足

・、半導体産業における新たな投資や産学官民が連携
した様々な取り組みが活発となるなど、次世代の学園
都市の新たな都市の骨格づくりを行っていく必要があ
る。

・都市機能の充実と「歩いて楽しめる」魅力ある都市空
間の形成により、人の集積やにぎわいの創出を図る

・景観に関する住民意識を高めながら、地元等との合
意形成を図っていく

・企業の立地ニーズの高い高速道路ＩＣ周辺や、半導
体製造拠点が立地する吉川エリアにおいて、新たなビ
ジネス創出の基盤となる産業用地を確保する必要が
ある

１　次世代学園都市の実現に向けた都市基
盤の強化
２　魅力ある中心市街地空間の創出
３　東広島らしい景観の形成
４　不足する産業基盤の確保・創出

●産学官民の共創による新たな都市モデルの構築

●市街地における遊休地の有効活用

●地域との合意形成に基づいた良好な景観形成

●県・市・民間事業者による三位一体の産業用地確保
●企業の立地ニーズを踏まえた民間連携による産業
用地の確保
●高規格道路や試験研究機関、製造拠点周辺など相
乗効果が得られる場所への産業用地の確保

4-4 交通ネットワークの強化

鉄道や路線バス、広島空港など広域移動も見据えた交通
結節機能・広域的な道路ネットワークが強化され、主要拠
点間が最適な移動手段で接続されています。日常生活に
おいて公共交通の重要性・必要性が広く市民に再認識さ
れています。

１　都市の成長を支える公共交通体系の整
備
２　都市基盤を支える道路ネットワークの整
備

・広範な市域内の移動にあっては、多様な交通手段に
よる交通ネットワークの強化が不可欠
・リモートワークなどの生活様式による利用者の減少
に加え、経営環境の悪化など、交通事業者を取り巻く
環境は年々厳しさを増している
・自家用車に依存した交通体系は中心部での渋滞を
悪化させているので、道路ネットワークの強化や都市
拠点等に基幹的な交通システムを導入し都市の成長
を誘引していく
・他分野との連携（共創）による公共交通ネットワーク
の再構築を進めるとともに、交通DX・GXの推進による
先端技術の導入により、省人化・施策効果の波及・拡
大を図る

・「次世代学園都市構想」の実現に向けて、未整備と
なっている高規格幹線道路や幹線道路の整備が必要

１　公共交通ネットワークの強化・充実
２　道路ネットワークの整備促進

●都市拠点・地域拠点・特定機能拠点をつなぐ利便性
の高い交通網の構築
●交通結節点の強化、乗継利便性向上
●交通DX・交通GXの推進
●公共交通の利用促進策の実施

●産業活動や広域連携の強化につながる国・県幹線
道路交通網の形成

4-5
環境に配慮した社会システムの構
築

地球規模の環境問題等に対応できる次世代型環境都市
の構築が進展し、環境と調和した潤いのある地域が形成さ
れています。また、構築の過程で生み出されたシステムや
成果が、市民の暮らしづくりに効果的に活用されています。

１　気候変動の影響緩和と適応
２　地域内での資源循環やサーキュラーエコ
ノミーの構築
３　豊かな自然と調和したまちづくり

・「東広島市ゼロカーボンシティ宣言」を表明した

・地域で発電した再生可能エネルギーを地域で消費す
る分散型エネルギーシステムの構築が求められている

・自然と親しむ機会の減少により、市民の環境保全活
動への関心の低下が懸念されている。

１　脱炭素化の推進、地域のレジリエンス強
化
２　エネルギーの地産地消、ゼロエミッション
の推進
３　自然環境の保全と活用

●再生可能エネルギーの導入促進
●省エネルギー化の促進
●自立分散型のエネルギーの利用促進

●卒FIT電力の積極的な活用
●地域新電力会社を核とする地域内での省エネ・創エ
ネの推進
●資源循環サイクルの構築

●市民・事業者等による環境学習等の推進

4-6 未来を感じるプロジェクト挑戦都市
AIやビッグデータなど、最先端技術を活用し、未来の暮らし
を先行実現する「まるごと未来都市」を目指す取組みが積
極的に展開されています。

１　共創とDXによる地域の課題解決
２　住民サービスの向上と業務の効率化

・AIやIoTを活用した最先端技術を活用し、様々な地域
の課題の解決と経済的発展の両立を目指す
・多様なステークホルダーと共創し、循環型経済の確
立による地域活性化に向けてデジタル技術の活用を
含めた取り組みを進め、地域の魅力を最大限に活かし
た、自立した豊かな地方の姿を実現していく

・日々進化するデジタル技術をより積極的に活用し、業
務効率化に取り組む

１　共創とDXによる地域課題の解決
２　ICT等を活用した住民サービスの提供と
業務の効率化

●本市をフィールドとした社会実証の実施

●デジタル接点の構築と良質なデジタルサービスの提
供
●デジタル技術の活用による行政事務の効率化
●DX推進体制の構築
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5　安心づくり 5-1 災害に強い地域づくりの推進
行政、関係機関及び地域が連携した防災・減災対策によ
り、市民等の生命、身体及び財産を災害から保護し、安全
な生活が確保されます。

１　災害に強い組織づくり・人材育成
２　地域での自助・共助機能の維持・強化
３　自然災害による被害の発生

・適切な災害対応のための防災体制の構築など、ソフ
ト面の強化が課題となっている。
・職員の災害対応力を高める必要がある。

・防災活動の地域格差や多様な市民の参画が十分で
はないため、全地域での防災活動の活性化が必要。

・行政や住民などあらゆる関係者が協働して防災・減
災に取り組む必要がある

１　市の災害対応力の強化
２　地域の防災力の強化
３　防災・減災のための基盤整備

●各種防災マニュアルや計画の整備、職員の防災意
識・スキルの向上・組織体制の見直しなど、災害対応
能力のソフト面を強化

●自主防災組織の活動支援や災害時に弱者となる要
配慮者への支援体制の構築などの地域・行政・関係
機関の緊密な連携による地域防災力の強化

●強靭化計画に基づく防災・減災対策の推進

5-2 安全・安心な市民生活の実現

犯罪や交通事故の未然防止が図られるとともに、災害や
救急時において迅速かつ的確に対応できる消防・救急・救
助体制が確立されるなど、市民生活の安全・安心が確保さ
れています。

１　悪質化・多様化する犯罪
２　交通事故対策
３　防衛施設周辺対策
４　消防力の充実強化
５　市民の応急手当の実施率の伸び悩み
６　火災件数の抑制対策

・SNS型投資詐欺などの新たな犯罪への対応が求めら
れている

・事故の起こりにくい道路環境を整えるなど、ハード・ソ
フト一体となった取り組みが求められている

・高度な知識と技術を備えた消防人材の継続的・計画
的な育成と、恒久的な消防施設等の整備・維持が必要

・救命率の向上には、市民による応急手当・救急隊に
よる応急処置及び迅速な搬送・医療機関による救命処
置の一連の流れが必要不可欠

１　悪質化・多様化する犯罪の未然防止
２　交通事故のない社会の構築に向けた取
組みの推進
３　防衛施設周辺の整備と国民保護体制の
構築
４　消防・救急・救助体制の強化
５　応急手当の普及・啓発と救急救護体制の
強化
６　火災予防啓発の推進

●市民の防犯意識の高揚及び警察や関係団体などと
連携した特殊詐欺防止などの防犯活動の推進と防犯
環境の整備
●交通事故のない安全な道路環境の整備
●専門的な知識と技術を有する消防人材の育成
●応急手当の実施率及び精度の向上
●救急隊員の教育体制の強化

5-3 総合的な医療体制の確立

持続可能な救急医療体制、高度専門医療の機能が充実す
るとともに、災害時や感染症まん延時における医療体制が
確保されるなど、市民の誰もが、いつでも、どこでも安心し
て適正な医療を受けられるような医療サービスが充実して
います。

１　救急医療体制の不足
２　高度専門医療の未整備
３　産科医・小児科医の確保
４　人口減少地域の医療体制の不足
５　災害時、感染症まん延時の対応

・初期救急及び二次救急において、医師確保が課題と
なっている。

・高度専門医療に対応できる医療従事者の育成・確保
や、最新の医療設備・機器の更新・導入が十分とは言
えない

・産科医・小児科医を確保する必要がある

・人口が減少している地域では医療機関の存続が懸
念されている

・災害時や感染症まん延時に市民が適切に受診でき
るよう医療機関等との連携・協力体制を構築する必要
がある

１　救急医療体制の整備
２　地域医療の充実
３　災害時、感染症まん延時の対応

●医師会や各医療機関との連携・協力体制の強化
●地域完結型の医療体制の充実

●高度医療に対応できる医療従事者の確保
●産科・小児科の医療体制の強化・充実
●人口減少地域の医療の維持・確保

●感染症まん延時の医療提供体制の確保

5-4
健康寿命の延伸による生涯現役
社会の実現

住み慣れた地域で、生涯健康で元気に暮らし続けることが
できるよう、健康の保持・増進が図られています。

１　健康づくりへの関心の薄さ
２　多様化する健康課題への対応
３　高齢者の増加に対応する介護予防活動

・若い世代から健康診査やがん検診の重要性及び生
活習慣に起因する疾患の予防法を理解する必要があ
る

・市民、教育機関、企業・事業所と行政とが、それぞれ
の問題解決や活性化と併せて身近な地域で気軽に参
加できる健康づくりを推進する

・高齢者が住み慣れた地域での暮らしが継続できるよ
う、高齢者自らが主体的に取り組む介護予防活動を推
進し、要支援・要介護状態への移行を防ぐことが必要

１　健康意識の向上とこころとからだと健康
状態の改善
２　介護予防活動の地域展開による重度化
の抑制

●ライフステージに応じた健康意識を高める支援・啓
発の推進
●生活習慣病の予防、早期発見・早期対応及び重症
化予防の推進
●自然に健康になれる環境づくりの推進（ゼロ次予
防）

●高齢者自らが健康意識を高めるための個別支援の
推進
●社会参加の促進による健康の維持増進のための集
団支援の推進
●大学や企業等の研究開発機能と連携した介護予防
プロジェクトの実施

5-5
誰もが安心して暮らせる地域社会
の実現

高齢者、障がい者、生活困窮にある方などの支援が充実
するとともに、地域人材と専門職との連携・協働による支援
の包括化が進み、誰一人取り残さず、安心して暮らせる地
域社会が形成されています。

１　高齢者の増加、介護人材の不足
２　障がいへの理解と障がい者への支援
３　支援ニーズの複合化・複雑化とつながり
の希薄化

・高齢者の医療や介護サービスを含めた日常的な支
援体制の整備・充実が必要

・障がいに対する周囲の理解の促進を図り、地域との
つながりを築く必要がある

・信頼関係やお互い様の精神、人と人とのネットワーク
などの「ソーシャルキャピタル」が低下
・複雑化・複合化した課題を抱える世帯や、孤独・孤立
などの社会課題が顕在化している
・分野・制度を超えた包括的な相談支援体制の構築が
必要
・多様な主体との連携によるきめ細かな支援が求めら
れており、地域社会を支える人材の発掘・育成が求め
られている

１　高齢社会を支える包括的支援体制の充
実
２　障がい者への包括的支援
３　つながり・支え合いの促進と包括的な支
援体制の充実

●高齢者の医療、介護、介護予防、住まい及び自立し
た日常生活を包括的に支援する地域包括ケアシステ
ムの深化・推進

●障がいへの理解促進
●地域生活への移行促進

●地域課題解決に向けた人材発掘、育成
●つながりづくりと支え合いの促進
●地域人材と様々な専門職の連携・協働による支援
の包括化

5-6
安心して子どもを産み育てられる
環境づくり

住み慣れた地域で安心して暮らせる地域共生社会の実現
に向け、子育て家庭・地域・関係団体・行政など、多様な担
い手が一体となって支え合い、安心して子育てできる環境
となっています。

１　妊娠、出産、子育てに関する問題の多様
化
２　社会的支援を必要とするこどもの増加
３　こどもを見守る地域コミュニティの希薄化
４　多様な保育ニーズへの対応

・妊娠、出産、子育てに関する問題が多様化している
・市民の利便性の向上やきめ細やかな支援の実施の
ため、母子保健情報のデジタル化に取り組んでいく必
要がある

・ヤングケアラー、外国籍のこどもなどは、複合的な課
題を抱えているケースが多くある
・妊産婦や子育て世帯、こどもの一体的な相談支援等
の継続して行う必要がある

・地域コミュニティの衰退による、こどもを見守る人材の
不足

・女性就業率の向上や人口移動により、保育ニーズの
多様化と地域偏在が進む中で、受け皿整備が追いつ
かず、保育所等の利用について待機児童が発生して
いる

１　妊娠、出産、子育てに関する問題の多様
化への対応
２　社会的支援を必要とする子どもへの対応
３　身近な地域での子育てへの対応
４　保育環境の充実による子育て支援

●DXを活用した妊娠期から子育て期の情報発信や予
約等の充実と情報連携の整備

●ひとり親家庭、発達障害や外国籍のこども、ヤング
ケアラー等、困難な状況にあるこどもと家庭への支援
の充実

●地域の子育て支援者の育成と活用
●地域における子育てを通じての多世代交流

●保育士等確保策の充実
●将来の保育士を増やす種まき施策の実施
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西条地域 
 

１ 地域の概要 

西条地域は、東広島市の中央部に位置し、国分寺が置かれ

るなど古くから安芸地域の中心地で、西国街道の四日市（現

在の西条駅南口周辺）は、江戸時代に宿場町として栄えまし

た。明治期には、米作が盛んな西条盆地の特性を活かし、山

陽鉄道の開通を契機として日本酒が盛んに醸造され、今日で

は灘（神戸市・西宮市）・伏見（京都市）とともに三大銘醸地と称されています。また、本市のまち

づくりの起点となった賀茂学園都市建設、産業基盤の拡大をもたらした広島中央テクノポリス建設

の中核となる地域であり、広島大学や広島中央サイエンスパークの建設をはじめ、ブールバールや

下見学生街などの整備により、国際学術研究都市を象徴する機能や施設の集積が進み、本市の活力

を牽引する地域となっています。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

市制施行直後の昭和 50（1975）年には 30,101 人であった人口が急増し、西条地域の人口は、

現在、約 84,000 人となっています。人口の増加が続く中、5,200 人を超える外国人が生活するな

ど、国際化が進展する地域となっており、相互理解の取組みや多文化共生に向けた支援・環境づく

りが進められています。近年では、西条駅における自由通路の整備、東広島芸術文化ホールくらら

や美術館の整備など、都市としての機能の向上が続いています。また、市と広島大学が一体となっ

てまちづくりに取り組む「Town & Gown 構想」が始まっており、民間企業を含めた共創コンソー

シアムなどを通じて、大学や民間企業の知見・技術を活用したまちづくりの取組みが進んでいます。 

一方、市の顔となる拠点としての性質を持ちながら、本地域においては魅力的な雇用の場が少な

く、若年世代が流出していることや、大学から駅及び市街地等を結ぶ交通ネットワークや、医療提

供体制の維持・強化、都市化の進展に伴う保育所の不足、交通渋滞、雨水排水に係る課題等の顕在

化、地域コミュニティの希薄化なども課題となっています。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
新たなテクノロジーによる次代の創造と 

学術・研究・国際化を先導するまち 
 

 

（２）主要な施策の方向性 

本地域では、市全体の成長を牽引していくとともに、経済的な豊かさと暮らしやすさにつながる

定住環境の充実を両立させ、地域の中だけでなく、対外的にも魅力が伝わるよう、まちづくりに取

り組んでいくことが必要です。 

また、大学と共に取り組む Town＆Gown を中心に、民間企業と共創し、新たな価値の創出や国

際色豊かな魅力ある都市拠点の形成など次世代学園都市構想を推進するとともに、地域の担い手と

なる若者世代にとって魅力的な雇用や産業創発力の喚起、高度医療や産科・小児科も含めた医療提

供体制の強化、子育て・教育環境の充実、大屋根広場の整備など魅力ある中心市街地空間の創出、

環境と調和した魅力ある居住環境の整備、交流の創造と質の高い暮らしを支える交通基盤の構築と

新たな技術の活用等による交通需要マネジメントなどにより、都市としての拠点性を向上させてい

く中で、この地域から次々とイノベーションが起こり、内外に幅広く波及していくような、国際学

術研究都市の象徴となる施策が必要です。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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八本松地域 
 

１ 地域の概要 

八本松地域は、東広島市の中西部に位置し、広島市に隣接

しています。小倉神社をはじめとする菖蒲
あ や め

の前
まえ

の伝説に彩ら

れたこの地域は、戦国時代には安芸国の拠点として曾
そ

場
ば

ヶ
が

城
じょう

、槌
つち

山
やま

城
じょう

が築かれるなど戦略的にも重要な地域でした。

明治期には、山陽鉄道の開通の翌年に八本松駅がおかれ、現

在は、八本松駅及び国道 486 号沿道を中心に住宅地の形成が進み、ロードサイド型の店舗が多く立

地しています。地形的には南北に細長い形状となっており、概ね、北部や西部には山林が、南部に

は農地が広がり、中央部には駅周辺における住宅地のほか、飯田地区、磯松地区などに工業団地が

整備されており、吉川地区の工業団地と合わせ、高度な技術を持つ企業が本地域に集積しています。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

市制施行直後の昭和 50（1975）年に 14,816 人であった人口は増加を続け、八本松地域の人口

は、現在、約 30,000 人となっています。JR 山陽本線等の交通利便性を活かした住宅団地の開発な

どが進み、発展を遂げてきた地域であり、今後、八本松駅前土地区画整理事業や（仮称）八本松ス

マートインターチェンジ整備の進展、国道 2 号東広島バイパス･安芸バイパスの整備に伴い、さらに

本市の西の玄関口としての拠点性や、産業面など、市全体の活力を牽引する地域としての期待が高

まってくるものと考えられます。加えて、集積している半導体関連の先端技術産業においては大規

模な投資が見込まれるなど、国内でも有数の産業拠点となっています。 

一方、近年、本地域においては、住宅団地の高齢化や、地域の核である駅周辺地区における商業・

医療・福祉・子育てなどの生活利便性機能の集積や、駅と周辺地区等を接続する交通ネットワーク

の充実が課題となっているほか、駅周辺におけるスプロール状の市街地の拡大や農地の喪失が続く

中で、企業の進出や拡張に対する意欲が高い地域でありながら、これに応えることができないとい

った点が課題となっており、その解決に向けて土地区画整理事業や新たな産業団地の整備に向けた

検討などが進んでいます。 

また、JR 山陽本線沿線では人口が増加しているものの、南部では人口減少が進んでおり、こうし

た現状に対して、移住の受け皿となる住居の確保に向けた地域住民主体の活動が動き始めています。 

さらには、立地環境の良いエリアに防衛施設が存在するなど、地域全体での機能的な土地利用に

制約がある中で、まちづくりを進めなければならないという課題もあります。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
先端産業と田園風景の調和や都市との近接性を活かした 

良好な居住環境が整ったまち 
 

 

（２）主要な施策の方向性 

本地域においては、これまでに整備した工業団地、住宅団地の蓄積、広島市等の都市部への近接

性や、高速道路等の広域的な道路ネットワークからのアクセス性の良さなどを活かすとともに、従

来の田園環境と調和したまちづくりや、子育て・教育環境の充実に取り組んでいくことが必要です。 

また、人口増加地区では基盤整備を進めることで快適な居住環境を整える必要があるほか、人口

減少地区では集落の維持に向けた土地利用のあり方の検討・住環境の整備など、各地区の特性に合

わせた取組みが必要です。 

加えて、先端企業の更なる投資が継続することが見込まれるなか、半導体産業の集積に向け、投

資機運に呼応した産業団地の整備、これらを支える交通基盤の構築など、本市の更なる成長に向け

たまちづくりを進めることが必要です。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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志和地域 
 

１ 地域の概要 

志和地域は、東広島市の中西部に位置し、平安期に志芳
し わ の

庄
しょう

が置かれ、中世には生
おう

城
ぎ

山など多くの城が築かれたほか、幕

末には、周囲を山々に囲まれた地形を活かし、広島城の隠れ

城となる「八
はち

条
じょう

原
ばら

城
じょう

」の整備が進められ、戊辰戦争に出陣

した「神
しん

機
き

隊
たい

」の本陣が置かれるなど、広島藩を支える重要

な役割を担いました。現在でも、他地域との関係性においては、山陽自動車道、国道 2 号等を介し、

隣接する広島市とのつながりが強い地域となっています。 

本地域には、本市でも有数の農業地域が広がっており、山陽自動車道志和インターチェンジ（以

下：志和ＩＣ）付近の流通団地には流通系企業及び自動車関連企業等が、西志和地区を中心とする

地域には、工場等が分散して立地しています。また、主に主要地方道瀬野川福富本郷線及び東広島

白木線の沿道を中心に、農地と住宅が混在する集落が形成されているほか、中央部の丘陵地にはゴ

ルフ場が立地するなど、自然を活かしたレクリエーション機能の面でも恵まれた環境を有していま

す。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

本地域は、平成 7（1995）年の 8,465 人をピークとして、社会増減ではわずかに改善の動きが

見受けられるものの、全体として人口の減少傾向が続いており、現在は約6,100人となっています。

主要地方道志和インター線などの幹線道路の整備や、志和流通団地等への企業立地、園芸センター

等の農業振興施策、ゴルフ場による郊外型レクリエーション機能など、これまでの各種施策や民間

投資には地域特性を形成する上で一定の効果があり、国道 2 号東広島・安芸バイパスの完成により、

地域の強みである広島市へのアクセス性がさらに向上しています。有機農業など特徴的な農業が行

われており、様々な農産品のブランド化が進んでいるほか、民間企業による新たな工場建設や設備

拡張などの動きも進んでいます。 

一方で、少子高齢化の影響を受け、本地域においては、自然減による人口の減少に歯止めがかか

らない状態が続き、空き家の増加、農業や地域活動の担い手不足が課題となっています。また、土

地利用上の規制から、住宅等の整備が容易ではなく、地域の暮らしを支える拠点地区等の機能集積

に弱さが見られるほか、志和 IC 周辺の発展に伴い、無秩序な土地利用の抑制、通勤混雑等による交

通渋滞の解消など取り組むべき課題も生まれています。加えて、高齢者をはじめとした交通弱者の

移動手段の確保や交通空白地の解消も課題となっています。こうした課題の解決に向けて、住民主

体の協議会による新たな地域公共交通の運行が始まるなど、集落の維持・活性化に向けて、地域住

民が主体となった検討・取組みが進められています。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
田園環境との調和や 

インターチェンジ等のアクセス性・職住近接性を活かした 
仕事とともに新たな交流が生まれるまち 

 
 

（２）主要な施策の方向性 

本地域においては、広島市との近接性及び広域的な道路ネットワーク機能を活用し、志和 IC 周辺

における産業用地の確保等により雇用を創出し、地域経済を活性化するとともに、快適な居住環境

の形成や自然豊かな田園風景・里山環境と調和した生活環境の形成など、計画的に土地利用を調整

し、地域資源を活かした地域内外の住民の交流促進と定住人口の増加を図るなど、活力のあるまち

づくりに取り組んでいく必要があります。 

また、地域拠点における生活支援機能の充実、高齢者等の移動手段の確保、農地の保全や都市近

郊型農業の振興、河川改修の推進、子育て・教育環境の充実や、空き家の利活用の促進など、様々

な地域の特色や強みを活かした施策が必要です。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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高屋地域 
 

１ 地域の概要 

高屋地域は、東広島市の中央よりもやや東寄りに位置し、

古代には高屋郷と呼ばれ、白鳥古墳をはじめとする数多くの

遺跡が存在するなど、政治・文化の拠点として栄え、中世に

は平賀氏の本拠地が置かれ、白市が白
しろ

山
やま

城
じょう

の城下町として

開かれました。現在でも、広島中央テクノポリス建設によっ

て、製造業の立地や住宅団地の造成、大学等の学術機能の集

積が進んだ利便性の高い地域です。また、山陽自動車道高屋ジャンクション・インターチェンジ（以

下：高屋 JCT・IC）があり、広島空港や広島市へのアクセス性も高いほか、高規格幹線道路東広島・

呉自動車道の整備により呉方面への交通利便性も高まり、さらに、東広島高田道路の整備によって、

東西南北の広域交通の要衝となる地域です。 

土地利用は、西高屋駅を中心に拠点地域が形成されており、計画的に整備された東広島ニュータ

ウンなどの住宅団地のほか、教育機能が集積しています。白市駅は、広島空港への連絡バスが運行

しているほか、周辺には歴史的なまちなみがあります。また、周囲には概ね地域を取り囲む山林及

び緩やかな傾斜地があり、比較的平坦でまとまった農地では、豊かな田園が広がり、酒米など特徴

的な農産物が生産されています。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

市制施行直後の昭和 50（1975）年に 13,948 人であった人口は、増加を続けてきましたが、平

成 17（2005）年の約 30,900 人をピークとして横ばいから微減の傾向が続き、現在は約 29,700

人となっています。また、産業団地や住宅団地、山陽自動車道高屋 JCT・IC、東広島・呉自動車道

などを中心とした様々な事業の推進により、都市的基盤が整いつつあり、近畿大学工学部及び附属

広島中学校・高等学校、県立広島中学校・高等学校などの教育機関も集積しており、市内の文教地

区の一つとして市内外から若年世代が多く集まる地域となっています。地域拠点においては西高屋

駅の整備や地域センターと保育所の複合化などの施設整備が進んでいるほか、河川改修などの浸水

対策も進められています。 

一方、本市の文教地区としての拠点であるものの、市内外から集まる若年世代が活力を発揮する

場の不足、西高屋駅周辺等における農地と市街地の混在、少子高齢化に伴う集落地域の過疎化、郊

外住宅団地の高齢化、雇用の場となる企業及び新たな産業用地の不足、地域拠点と周辺地区を接続

する交通サービスの充実などが課題となっています。これらの課題の解決に向け、市と近畿大学の

「Town & Gown 構想」による大学・民間企業・地域住民と連携したまちづくりの検討や、周辺地

区でのコミュニティバスの運行など、地域主体による取組みが始まっています。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
広域交通や様々な教育機関が整う 

豊かな田園と良好な居住環境を備えたまち 
 

 

（２）主要な施策の方向性 

本地域においては、本市有数の文教地区である拠点地域において、駅や公共施設の再整備にあわ

せて、地域住民の世代間交流による地域コミュニティの活性化、子育て・教育環境や交通機能の充

実、魅力ある居住環境の整備等により利便性の高い拠点の形成を進めるとともに、大学と共に取り

組む Town＆Gown 構想の推進などを通じて、若者世代にとって魅力的な雇用や暮らし、交流の場

を創出する施策を組み立てていくことが必要です。 

また、人口減少が進む田園地域における担い手不足への対応や歴史ある文化的景観の保全による

地域の魅力向上など、地域の活力を継続する取組みが必要です。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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黒瀬地域 
 

１ 地域の概要 

黒瀬地域は、東広島市の南部に位置しており、古墳時代の

保田
や す だ

古墳群や鎌倉時代の懸 仏
かけぼとけ

を蔵する門前神社があるなど、

数多くの貴重な文化財が存在するほか、江戸時代に農地の拡

大が図られ、数多くのため池が造られるなど、黒瀬川沿いに

古くから農業地帯が広がっています。北を西条地域、南を呉

市、西を熊野町・広島市と隣接、近接し、南北には、高規格幹線道路である東広島・呉自動車道と

国道 375 号、東西には、主要地方道矢野安浦線があるなど、道路交通網が整っています。 

中黒瀬地区周辺は、生活利便性の高い施設が密集し拠点性が高い地域となっており、丘陵部の住

宅団地と平野部に広がる集落や田園風景が特徴的な地域となっています。また、産業団地に企業が

集積しているなど、多くのものづくり企業等が立地しています。さらには、広島国際大学をはじめ、

県立黒瀬高等学校、武田中学校・高等学校が立地するなど、文教機能も整った地域となっています。 

また、旧黒瀬町においては、総合計画の将来都市像に「人と自然がきらめく 交流タウン」を掲

げ、「自然と共生した美しいまち」「交流を促進する活気あふれるまち」「しあわせ育む福祉の充実し

たまち」を基本理念にまちづくりを進めてきました。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

平成 12（2000）年の 25,351 人をピークとして、人口は緩やかな減少傾向が続き、現在は約

21,700 人となっています。東西南北の道路網の整備により、呉市、広島市等の近隣市町の各方面

への交通利便性が高まり、住宅団地や産業団地の造成が進み、住宅や企業の集積が進んできたほか、

住民が主体となって地域公共交通を運行している地域でもあります。健康・医療・福祉系の総合大

学である広島国際大学や県立黒瀬高等学校が立地し、福祉に関連した地域連携が行われており、市

民の交流と健康増進、健康寿命の延伸など健康・福祉のまちづくりに向けて、市と広島国際大学が

持続的な地域の発展と大学の進化を共に目指す「Town&Gown 構想」の取組みが始まっているほか、

ブランドになっている牛肉や特徴的な農産品、日本酒等が地域を代表する特産品となっています。

また、黒瀬ダムや黒瀬川をはじめとする雄大な自然など、本市でも有数の特徴的な機能が備わった

地域となっています。 

一方で、小中学校における児童・生徒数の減少、郊外型住宅団地の高齢化、新たな産業用地の不

足、公共交通の効率的な運行による維持確保などが課題となっています。また、農業地帯に市街化

が進んだため、住宅団地や集落が広範囲に分布し、地域の中心となる拠点が低密度で機能集積が不

十分となっています。加えて、市民協働のまちづくりを進める上での地域活動拠点施設の充実も課

題となっています。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
交通利便性や地域資源である大学の機能を活かした 

健康・福祉と交流のまち 
 

 

（２）主要な施策の方向性 

本地域においては、Town&Gown 構想の推進のほか大学や高校の人材育成機能や知見を活かした

健康のまちづくりの取組みに加えて、持続可能な公共交通を他分野との「共創」により確保し、都

市計画道路や交通結節点により域外からのアクセス性を住民や民間事業者が活用できる環境を整備

するとともに、従来の田園環境と調和した地域を目指すことが必要です。また、黒瀬川水系の河川

改修などによる治水対策の強化に加えて、地元住民、新規流入世代にとって魅力的な雇用や産業創

発力の喚起、魅力ある居住環境の整備、子育て・教育環境の充実など、既存の強みを活かした施策

を組み立てていくことが必要です。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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福富地域 
 

１ 地域の概要 

福富地域は、東広島市の北部に位置し、福富ダムの建設で

調査された戸
と

鼻
ばな

遺跡からは縄文時代の土器や石器が出土して

おり、早くから人びとが生活していたことが知られています。

中世には小早川氏、平賀氏、大内氏らが領有を争い、多くの

山城が築かれたように、古くから人やものの交流が盛んな地

域です。地域を南北に縦断する国道 375 号があり、北は安芸高田市、南は高屋地域、志和地域に隣

接し、また、東側の豊栄地域とともに心安らぐ田園風景を形成する地域となっています。 

福富ダムや道の駅「湖畔の里福富」の立地により地域拠点が形成されており、周囲を山林に取り

囲まれた豊かな自然の中に集落が点在し、主に農業や体験型の農園や農場などが営まれ、特産品が

生産されています。近年、特産品を取り扱う店舗等が増え、周辺地域から人をひきつける魅力的な

地域となっています。 

また、旧福富町においては、総合計画のまちの将来像として「県央のふれあいジャンクション」

を掲げ、「豊かな町民生活（人）」と「豊かな自然（自然）」が調和したまちの実現を目指してまちづ

くりを進めてきました。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

本地域は、人口が昭和 22（1947）年の 5,595 人をピークとして、減少傾向が続き、現在は約

2,100 人で、市内の中では、最も人口が少ない地域となっています。この地域は、のどかな田園風

景が広がり、エゴマなどの特産品の栽培をはじめとする産業としての農業が盛んである一方で、畜

産業や飲食業、手作り製品の販売店などこだわりを持った個性的なスポットが、地域内の随所に点

在しており、多くの観光客を集めてにぎわっています。また、鷹ノ巣山やクロボヤ峡、わにぶちの

滝など、豊かな自然があり、こうした地域特性・地域資源を活かした新しい暮らし方の実現に向け

て、市と民間企業が連携して「生活デザイン・工学研究所」を開設し、循環型経済の確立や生活価

値の創造に向けた取組みが始まっています。 

一方、人口の減少、高齢化、空き家の増加が続いており、地域活動の担い手不足や地域の支え合

いの力が弱まっています。また、多くの集落が分散していることや、高齢者等の移動手段の確保、

農業の担い手不足、有害鳥獣による農作物への被害等も課題となっています。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
自然と人が共生する 

新たなライフスタイルに出会える交流のまち 
 

 

（２）主要な施策の方向性 

本地域においては、将来を見すえ地域の活性化を目指すために、地域の資源を活用し、その価値

を高め、新たな価値や経済の創出につなげることで、地域内で経済を循環させるほか、観光を起点

として地域内外の交流を促進するとともに、中山間地域において豊かな自然を満喫できる、「農」の

あるライフスタイルを実現するなど、移住・定住・交流・関係人口の拡大や地域産業の振興を推進

していくことが必要です。 

また、空き家の利活用の促進、高齢者をはじめとした交通弱者の移動手段・交通利便性の向上、

有害鳥獣対策等の農地保全や農業経営への支援、子育て・教育環境の充実のほか、地域に残る里山

環境を活かすとともに、地域の担い手となる若者世代や自然の中での暮らしを希望する人材にとっ

て魅力的な環境の創出など、地域の特性や強みを活かした魅力的な施策を組み立てていくことが必

要です。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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豊栄地域 
 

１ 地域の概要 

豊栄地域は、東広島市の最北端に位置し、県内主要河川の

源流域に当たり、オオサンショウウオ等の生息地としても知

られるなど豊かな自然に恵まれた地域です。歴史的にも古く

から栄えていたことを示すように、乃美や安宿といった古代

以来の地名や数多くの遺跡が発見されています。備北･備後･

安芸地域の接点となる広島県の中央に位置することから、古くから交通の要衝となっているほか、

農業地帯が広がっています。 

北は三次市、東は世羅町、三原市、西は安芸高田市に隣接しており、国道 375 号が地域を南北に

縦断しています。鍛冶屋地区周辺に商業施設などが密集しており、地域の拠点となっています。周

囲を山林に取り囲まれた田園風景の中に集落が点在し、豊かな自然環境の中で、農業を中心に体験

型の農園及び牧場などが営まれています。 

また、旧豊栄町においては、総合計画のまちづくり像として、「豊かな自然に調和した活力あるま

ちづくりをめざして」を掲げ、「活力にみちた快適なまちづくり」、「新しい豊かさを求めたまちづく

り」、「特色ある教育・文化のまちづくり」を進めてきました。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

人口は昭和 22（1947）年の 9,315 人をピークとして、減少傾向が続き、現在は、約 2,900 人

となっています。 

牧場や体験型の農園など、特徴的な観光資源があるほか、オオサンショウウオやエヒメアヤメ、

板鍋山や天神獄など自然に親しむ取り組みが学校や地域で活発に行われています。また、地域の活

性化に向け、商工会を主体としたマルシェの開催による地域内外の交流や、新たな観光資源の開発

など、民間事業者主体のまちづくりの取組みや、ジビエや地鶏などのブランド化の取組みが進めら

れています。 

一方、人口の減少、高齢化、空き家の増加が続いています。また、若者に魅力的な雇用の場が少

なく、若い世代が流出し、地域活動の担い手不足や地域の支え合いの力が弱まっていることや、農

業の担い手不足、有害鳥獣による農作物への被害等が課題となっています。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
豊かな自然の中でゆとりある暮らしが楽しめる 

体験・交流・定住のまち 
 

 

（２）主要な施策の方向性 

本地域においては、民間事業者の活発な活動との連携や豊かな自然環境を活かし、地域の担い手

となる若者世代にとって魅力的な働く場の創出に取り組むことや、にぎわいのある地域として地域

活力を向上させるために、豊かな自然や特産品といった地域資源を活用した観光振興など、地域内

の経済を循環させることで、市内外の多世代の交流と経済の活性化を図ることが必要です。また、

空き家の利活用の促進のほか、体験・交流を通じて定住につながるよう、安心して豊かに暮らして

いける生活環境の整備や、子育て・教育環境の充実に取り組んでいくことが必要です。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

活力づくり 

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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河内地域 
 

１ 地域の概要 

河内地域は、東広島市の東部に位置し、緑深い自然環境と

清流に恵まれた地域で、古くは沼田川流域に沿って二反田古

墳群などの古墳群や集落が形成されたほか、篁山竹林寺は平

安時代の文人小野篁にゆかりがあるとも言われており、本堂

は国の重要文化財にも指定されています。明治時代の鉄道の

開通により、河内駅を中心に木材や農産物の集積地として発展してきました。 

東を三原市、西を高屋地域に接し、東西に JR 山陽本線が横断するほか、地域の南側には、山陽自

動車道の河内インターチェンジ（以下：河内 IC）があるほか、広島空港へも近接するなど、陸・空

の広域・高速交通へのアクセスに恵まれた地域です。沼田川とその支流沿いに広がる平地部や北部

地域には集落が点在し、田園風景が広がっています。丘陵地が広がる南部地域では、大規模な工業

団地や住宅団地などが整備されています。 

また、旧河内町においては、「心豊かなすみよいまち 元気な河内 ～交通の利便性と豊かな自然

を活かした快適な生活を求めて～」を掲げ、「高齢者が活躍する」「若者や女性が元気に参画する」

「高速交通条件を活かす」「自然と田園環境を活かす」「河内町型ライフスタイルを実現する」「地域

の歴史や文化を継承する」を基本理念にまちづくりを進めてきました。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

昭和 22（1947）年の 11,172 人をピークとして、人口は緩やかな減少傾向が続いており、現在

は約 5,300 人となっています。南部では、広島空港への近接性や山陽自動車道の河内 IC や JR 山

陽本線があり、それに伴い産業団地や住宅団地が立地するなど、恵まれた広域交通の環境がありま

す。さらには、開発可能な未利用の公有地があり、新たな産業を呼び込める可能性がある地域です。

北部には、豊かな自然や田園環境が広がり、小学校跡地を利用した体験交流施設など、集落法人等

がそれぞれの地域で特徴的で活発な活動を実施しているほか、地域拠点の活性化に向け、地域住民

と大学や高校など多世代が連携して、地域イベントの運営のほか、地域課題の掘り起こしや解決策

の検討の取組みも行われています。また、小中一体型施設と分離型施設による特色ある小中一貫教

育も進んでいます。 

一方、人口の減少、高齢化、空き家の増加が続いています。また、若者に魅力的な雇用の場が少

なく、若い世代が流出し、地域活動の担い手不足や地域の支え合いの力が弱まっていることが課題

となっています。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
豊かな自然と空港や鉄道等の交通利便性を活かした 

ゆとりと活力のあるまち 
 

 

（２）主要な施策の方向性 

本地域においては、将来を見すえ地域の活性化を目指すために、この地域の強みである広島空港、

河内 IC、JR 山陽本線などの交通機関の集積と豊かな自然が共存している地域特性を踏まえたまち

づくりが必要です。また、地域内で経済を循環させることで、地域を持続的に活性化させる必要が

あります。そのためには、未利用公有地を活用した産業団地の整備、地域内企業間の連携支援によ

る経営改善、地域拠点における生活支援及び住民交流機能の充実、定住人口の増加対策、子育て・

教育環境の充実、空き家の利活用の促進、農業の収益性の向上や省力化の推進など様々な取組みを

推進していく必要があります。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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安芸津地域 
 

１ 地域の概要 

安芸津地域は本市の南部に位置し、本市で唯一瀬戸内海

に面しており、万葉のころから潮待・風待の港となった素

晴らしい湾があります。また、江戸時代には広島藩の米蔵

が置かれるなど、交通の要衝、物流の拠点、海運の町とし

て栄えてきました。 

東を竹原市、西を呉市に接しており、基幹となる交通ネットワークとして、JR 呉線と国道 185

号からなる東西の軸、本市の中心部と地域拠点である三津地区を結ぶ主要地方道安芸津下三永線に

よる南北の軸が形成されているほか、大崎上島町と航路で結ばれています。三津湾を囲むように、

市街地が国道 185 号の沿道を中心に沿岸部から内陸部にかけて広がっており、温暖な気候で風光明

媚な景観など、豊かな自然環境の中で特色ある農業や水産業が営まれているほか、沿岸部には広島

中央テクノポリス圏域を構成する工業系の企業が集積しています。 

また、旧安芸津町においては、総合計画の基本目標に「バリアフリータウン・あきつ －あかる

い環境・きらめく個性・つちかう交流―」を掲げ、施策を実施してきました。 

 

 

２ まちづくりにおける現状と課題 

昭和 20（1945）年の約 16,500 人をピークとして、本地域の人口は減少傾向が続いています。

少子高齢化の影響等もあって、合併時に約 12,000 人であった人口が約 8,500 人となっています。

そのなかで、外国人市民が約 300 人居住しており、本地域の産業の重要な担い手となっています。

瀬戸内海に面し、優れた景観、温暖な気候、農水産物等の特産品や、特色ある歴史文化、雇用を支

える産業団地の企業群、イノベーションを育む果樹・柑
かん

橘
きつ

系の試験研究機関、駅と港が近接する立

地環境、広域的な医療機能を担う県立安芸津病院など、様々な強みを有しています。また、近年で

は、自分らしいライフスタイルの実現を目指し、自然豊かな地域に移住先を求める人の増加など、

新しい変化も地域に現れつつあります。 

一方、人口の減少、高齢化が続いています。特に若年女性の減少が顕著であり、経済活動や地域

活動の停滞・担い手不足などが危惧されているなか、課題の解決に向けた地域住民によるまちづく

りの取組みが始まっています。 

平成 30 年 7 月豪雨災害の際には、本地域は甚大な被害を受けましたが、三津大川の改良復旧な

ど、復旧・復興を進めるなかで、住民主体のマルシェが始まるなど、地域住民間の新たな交流も生

まれてきています。 

  

３ まちづくりビジョン 

（１）将来像 

 
瀬戸内海に臨む温暖な気候と豊かな自然環境を活かした 

共に支え合う共生のまち 
 

 

（２）主要な施策の方向性 

本地域においては、顕著な人口減少を抑制し、とりわけ女性や若者に魅力的である地域となって

いくために、国・県の研究拠点や水産業など本地域の特徴である資源を活かした更なる取組みが必

要です。また、地域特性を活かした観光資源の保全、多様性を尊重し合う社会環境の整備、空き家

の利活用の促進をはじめとした魅力ある居住環境の整備や、子育て・教育環境の充実、地域の担い

手となる若者世代にとって魅力的な雇用や産業創発力の喚起などを柱として施策を組み立てていく

ことが必要です。 

さらに、地球規模での気候変動など、災害発生リスクのさらなる増大が懸念される中で、災害に

強い地域づくりを推進していく必要があります。 

 

基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。 

 

仕事づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

暮らしづくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

 

人づくり 

項目 施策の方向性 

   

   

   

 

主な取組みは施策の方向性を整理し、 
その結果を踏まえて検討を実施 
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